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2022年2月お客さまアンケート実施

三越伊勢丹グループに一番期待していること

課題項目の選定

社会へも、当社グループ事業へも影響の大きい項目

三越伊勢丹グループへの影響度

社
会
へ
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響
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富裕層の拡大への対応
多様な消費形態の拡大への対応
少子高齢化・長寿命化への対応
都心回帰と地方過疎化への対応
AI（人工知能）・ロボットの進化
ECビジネスの拡大
日本一働きやすい会社
サステナビリティ調達
エネルギーの低炭素化
廃棄物削減とリサイクル推進
海や陸の生物保護の推進
顧客、取組先の環境保全意識の高まり
地域活性化に向けた取り組み推進
コーポレート・ガバナンス／コンプライアンス
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商品の品質・安全の確保・正確な表示

食品廃棄物・食品ロスの削減

プラスチック、紙容器等のすべての包装材の削減 

n=5,990

企業が持続可能な成長を続けるうえ
で、影響があると考えられる社会課
題・環境変化を100項目抽出

社内での対話

社会への影響度と当社グループ事業
への影響度をプロットし、14項目に
絞り込み、3つのマテリアリティに
分類

ステークホルダーの評価

お客さまアンケートなどステークホ
ルダーへのヒアリングを通じてマテ
リアリティの方向性について確認

KPI設定とモニタリング

重要項目にKPIを設定しモニタリン
グ実施

例年「商品の品質・安全の確保・正確な表示」が、当社グループに期待されている
項目の上位にある一方で、ここ数年で身近な「食品ロスの削減」への関心が
前年度に比べて2.9%上昇しました。また、「包装材の削減」などの環境課題
についても期待度が高まっています。

2022年2月に三越伊勢丹WEB会員・アプリ会員の皆さまを対象に10回目と
なるサステナビリティ活動に関するWEBアンケートを実施しました。頂戴
した貴重なご意見は、今後のサステナビリティ活動に活かしてまいります。
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目次・編集方針 企業ビジョン 重点取り組み 重点取り組み 1

人・地域をつなぐ
重点取り組み 2

持続可能な社会・時代をつなぐ
重点取り組み 3

従業員満足度の向上 ガバナンス GRIスタンダード対照表

重点取り組み 特定プロセス　　重点取り組み（マテリアリティ）　　長期目標と現状　　サステナビリティ推進体制　　参画しているイニシアティブ／社外からの評価　　〈社員対談〉サステナブルな未来に向けた取り組み　　（コラム）百貨店の取り組み“think good”

重点取り組み 特定プロセス
経営会議（現：執行役会）での議論や外部アドバイザーからのご意見、お客さまからのアンケート結果を反映し、2018年度に重点取り組み（マテリアリティ）の特定を行いました。世の中の課題
やステークホルダーの皆さまからのご要望を、三越伊勢丹グループの強みを最大限に活かす戦略に照らして、下記のプロセスに基づき3つの重点取り組み（マテリアリティ）を選定しました。
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お客さまのより豊かなライフスタイルの実現に貢献するため、
人の想いや感性に触れ合える場所づくりのほか、各地域の文
化や伝統、名産品をご紹介するなど人と地域をつなぐ取り組
みを推進しています。

お客さま・株主／投資家・お取組先・地域社会・コミュニティといったステークホルダーと良好な関係を
構築するとともに、経営機構改革とあわせて、コーポレート・ガバナンス改革を推進しています。

●地域活性化
●社会貢献活動

未来に向けて持続可能な社会をつなぐため、安心・安全な商
品・サービスの提供、脱炭素化や省資源をはじめとした環境
負荷低減につながる取り組みを推進しています。

●環境中期目標に対する結果報告
●TCFD提言に沿った情報開示
●温室効果ガス排出削減の取り組み

「従業員満足度」を企業の持続的な成長のための最も重要な
土台であると位置づけ、すべての従業員が“働きがい”と“働
きやすさ”を実感できる様々な取り組みを推進しています。

●女性活躍推進
●障がい者活躍推進

グループガバナンス・コミュニケーション

重点取り組み 

人・地域をつなぐ
1 重点取り組み 

持続可能な社会・時代をつなぐ
2 重点取り組み 

従業員満足度の向上
3

主な取り組み項目主な取り組み項目

主な取り組み項目

主な取り組み項目

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
●ハラスメント防止
●人権に関する方針

生涯CDPの推進
●キャリアアップ
●グループ内外のつながり

ライフワークバランスの実現
●ヘルス＆メンタルケア

●人財育成
●適所適財

●総実労働時間の短縮
●多様性のある働き方

脱炭素社会に向けて

サプライチェーン・マネジメント
●循環型社会に向けた4Rの取り組み
●責任ある調達
●品質管理の取り組み

地域社会との協創

文化・伝統の振興・継承

●新しい顧客体験の提供

未来を拓く「人とのつながり」

●文化伝統事業への貢献
●次世代支援・育成

コーポレート・ガバナンス
リスクマネジメント
コンプライアンス

コミュニケーション
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目次・編集方針 企業ビジョン 重点取り組み 重点取り組み 1

人・地域をつなぐ
重点取り組み 2

持続可能な社会・時代をつなぐ
重点取り組み 3

従業員満足度の向上 ガバナンス GRIスタンダード対照表

重点取り組み 特定プロセス　　重点取り組み（マテリアリティ）　　長期目標と現状　　サステナビリティ推進体制　　参画しているイニシアティブ／社外からの評価　　〈社員対談〉サステナブルな未来に向けた取り組み　　（コラム）百貨店の取り組み“think good”

重点取り組み（マテリアリティ）
本業を活かして取り組むことができる課題であるか、当社グループが取り組む意義があり、成果を上げることができる課題であるか、という観点から①「人・地域をつなぐ」 ②「持続可能な
社会・時代をつなぐ」 ③「従業員満足度の向上」を重点取り組み（マテリアリティ）に定め、それらの土台に「グループガバナンス・コミュニケーション」を掲げました。
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目次・編集方針 企業ビジョン 重点取り組み 重点取り組み 1  
人・地域をつなぐ

重点取り組み 2

持続可能な社会・時代をつなぐ
重点取り組み 3

従業員満足度の向上 ガバナンス GRIスタンダード対照表

重点取り組み 特定プロセス　　重点取り組み（マテリアリティ）　　長期目標と現状　　サステナビリティ推進体制　　参画しているイニシアティブ／社外からの評価　　〈社員対談〉サステナブルな未来に向けた取り組み　　（コラム）百貨店の取り組み“think good”

長期目標と現状
三越伊勢丹グループが目指す未来を実現するために、重点取り組み①では当社グループの強みである国内外に広がるネットワークを活かしたまちづくり、重点取り組み②では脱炭
素社会の実現、サプライチェーン全体での社会的責任の順守、重点取り組み③ではコミュニケーション、ダイバーシティ&インクルージョン、ライフワークバランスの推進などを重
要な要素として捉え、それらを実現するために長期目標として設定しております。

マテリアリティ 取り組みのアプローチ 現状 2024年目標 2030年目標

重点取り組み 1  

人・地域をつなぐ

地域社会との協創
文化・伝統の振興・継承
未来を拓く「人とのつながり」

自治体、産業界などさまざまなステークホルダー
と連携し、地域の魅力向上や文化・伝統の継承に
取り組む

国内外に広がる店舗ネットワークと商品調達
力を活かし、モノ・コトを通じて人と地域をつ
なぎながら、新たな価値を提案するとともに、
日本の技術や伝統文化を次の時代につなげる

地域と一体で、まちの魅力を活かし、百貨店
を中心としたあたらしい“まちづくり”を実
現させる

重点取り組み 2

持続可能な
社会・時代をつなぐ

脱炭素社会に向けて

サプライチェーン・マネジメント

重点取り組み 3

従業員満足度の向上

ダイバーシティ&
インクルージョンの推進

ライフワークバランスの実現

生涯CDPの推進

コミュニケーション

女性管理職比率
※グループ計（2022年4月1日時点） 31.0%

温室効果ガス排出量
（第三者検証中
 2021年度実績速報値／2013年度比）

▲42.9%

お取組先アンケート回答数292社（回答率51％）
お取組先との対話の実施

女性管理職比率
※グループ計 33.0%

後方照明のLED化推進
長期修繕計画による高効率機器への更新
新技術を用いた設備システムの導入による
省エネの推進

調達方針がすべてのお取組先に開示・説明され、
課題共有、解決への対話がなされている状態

人権デュー・ディリジェンスのプロセスが
定着している状態

従業員に対する人権教育100%実施

女性管理職比率
※グループ計 38.0%

調達方針
従業員・お取組先への浸透率 100%

温室効果ガス排出量
（2013年度比） ▲50%

再生可能エネルギーの導入比率
（国内百貨店事業の電力に占める割合）
※国内百貨店事業の自社物件は100%

60%

障がい者雇用比率 ※（株）三越伊勢丹および
首都圏主要グループ会社の合計（2022年6月1日時点）2.83%

障がい者雇用比率
※（株）三越伊勢丹および首都圏主要グループ会社の合計 3.00%

障がい者雇用比率
※（株）三越伊勢丹および首都圏主要グループ会社の合計3.50%

男性の育児休業取得率
※（株）三越伊勢丹（2021年度実績） 30.9% 男性の育児休業取得率

※（株）三越伊勢丹 100% 男性の育児休業取得率
※グループ計 100%

従業員満足度調査回答率
※グループ計（2020年度実績） 97.0%

従業員満足度調査回答率
※グループ計 100%

年間総実労働時間1,700時間台達成企業
の割合※グループ23社対象（2021年度実績） 39.1%

年間総実労働時間1,700時間台達成
企業の割合※グループ23社対象（2021年度実績） 80.0%

年間総実労働時間1,700時間台達成
企業の割合※グループ23社対象（2021年度実績） 100%



サステナビリティ推進会議

サステナビリティ推進会議・推進部会の主な活動内容

サステナビリティ推進部会

サステナビリティ推進部

取締役会

指名委員会 報酬委員会 監査委員会

各事業部門にて
取り組みを推進

国内店舗・事業部 海外店舗

グループ関係会社 HDS各部

議長　

HDS取締役代表執行役社長CEO　 

議長　

HDS執行役常務 CAO（兼CRO兼CHRO）

2022年度推進体制

当社グループのサステナビリティ活動の方向性・重点取り組み等
について、全社での推進・浸透を図る会議体。CEOを議長とし、部門
長（ビジネスユニットの代表者）、関係会社代表者で構成。2021年
度は、1回開催。

● グループ全体のサステナビリティを推進するにあたり、リスク・
機会の確認や必要な方針策定

● 気候変動対応を含むマテリアリティに関する長期計画とKPIの
進捗確認

● グループ各社におけるESGへの取り組みについての事例共有、
論議、モニタリング

● ESGにおける最新の知見を共有化

サステナビリティ推進会議傘下の部会で、CAO（兼CRO兼CHRO）
を議長とし、各社・各店総務部長などの所属長（ビジネスユニット
の構成組織の長）からなるサステナビリティ施策推進のための会
議体。課題ごとの長期計画や方針の策定、およびワーキンググルー
プの設置など、個別課題についての集中的な議論と具体的な施策
実施を役割とする。2021年度は1回開催。

サステナビリティ推進会議・部会等の運営事務局
グループ全体のサステナビリティに関する方針
や計画の検討と進捗管理を所管

執行役会

※「HDS」はホールディングスを表しています。
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目次・編集方針 企業ビジョン 重点取り組み 重点取り組み 1

人・地域をつなぐ
重点取り組み 2

持続可能な社会・時代をつなぐ
重点取り組み 3

従業員満足度の向上 ガバナンス GRIスタンダード対照表

重点取り組み 特定プロセス　　重点取り組み（マテリアリティ）　　長期目標と現状　　サステナビリティ推進体制　　参画しているイニシアティブ／社外からの評価　　〈社員対談〉サステナブルな未来に向けた取り組み　　（コラム）百貨店の取り組み“think good”

サステナビリティ推進体制
2018年度より、ESG（環境／社会／ガバナンス）、SDGs（持続可能な開発目標）の視点を踏まえ、環境対策を含めた従来のCSR活動のマネジメント体制を大幅に見直しました。CEOを
議長とする「サステナビリティ推進会議」を創設し、トップのリーダーシップのもと、事業を通じた社会的課題の解決と企業価値向上を両輪とする持続可能な経営を目指します。
2022年4月、サステナビリティを重視した経営をよりスピードを上げて進めるためにホールディングスの総務統括部内にサステナビリティ推進部を設置しました。
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目次・編集方針 企業ビジョン 重点取り組み 重点取り組み 1

人・地域をつなぐ
重点取り組み 2

持続可能な社会・時代をつなぐ
重点取り組み 3

従業員満足度の向上 ガバナンス GRIスタンダード対照表

重点取り組み 特定プロセス　　重点取り組み（マテリアリティ）　　長期目標と現状　　サステナビリティ推進体制　　参画しているイニシアティブ／社外からの評価　　〈社員対談〉サステナブルな未来に向けた取り組み　　（コラム）百貨店の取り組み“think good”

参画しているイニシアティブ／社外からの評価
三越伊勢丹グループのサステナビリティに関する取り組みの評価等を一部抜粋してご紹介します。

参画しているイニシアティブ

ESG投資インデックス

社外からの評価

TCFD CDP

CDP
（カーボン･ディスクロージャー･プロジェクト）
世界の主要企業に「気候変動」「水」「森林」に関す
る質問書を送付し、取り組み状況をA～Fの9段階
で評価。「気候変動」では、CO2など温室効果ガス
の排出量や削減の取り組み、気候変動による事
業リスク・機会などの情報開示が求められる。

FSB（金融安定理事会）により設置された、
企業に対して年次報告において、財務に影
響のある気候関連情報の開示を求めるもの。

2021年11月賛同

女性からだ会議®

（一社）シンクパール

女性の健康課題解決に向けた事業に
取り組む活動や、企業、団体を表彰。

2021年優秀賞
    （テーマ：フェムテック・フェムケア）

(一財)住宅・建築
SDGs推進センター
(IBECs)

建物の省エネ性能や室内環境、維
持管理など建物の品質を総合的に
評価して認定。

CASBEE
（建築環境総合性能評価システム）

伊勢丹新宿本店
三越日本橋本店　
三越銀座店

伊勢丹浦和店
新潟伊勢丹

SOMPOサステナビリティ・インデックスFTSE Blossom Japan Sector Relative Index

SOMPOアセットマネジメント（株）FTSE Russell社

TCFD
（気候関連財務情報開示タスクフォース）

ESG（環境、社会、ガバナンス）に優れた取り組み
を行う約300社が構成銘柄に選定され、同社の

「SOMPOサステナブル運用」に活用される。

各セクターにおいて相対的に、環境、社会、ガバナンス（ESG）
について優れた対応を行っている日本企業のパフォーマンス
を測定するために設計。また、低炭素経済への移行を促進する
ため、特に温室効果ガス排出量の多い企業については、TPI経
営品質スコアにより改善の取り組みが評価される企業のみを
組み入れている。 2022年度構成銘柄2022年度構成銘柄

MSCI日本株女性活躍指数（セレクト）MSCI日本株女性活躍指数（WIN）

MSCI社
（Morgan Stanley Capital International（モルガン・スタンレー・キャピタル・インターナショナル社））

MSCIが新たに開発した性別多様性スコアに基づき、業種内で性別多様性に優れた企業を選別して構築。
MSCI ESG リサーチが非常に深刻な不祥事を起こしている、あるいは人権や労働者権利において深刻な不
祥事を起こしていると評価する企業は対象外となる。

構成銘柄（2022年6月時点）

SEGES都市のオアシス

（公財）都市緑化機構

慌ただしい都市の生活
に安らぎ・癒しを与え
る空間、小さな生き物
の生活空間を提供する
場所を認定。

伊勢丹新宿本店「アイ・ガーデン」
三越日本橋本店「日本橋庭園」
三越銀座店「銀座テラス」「気候変動質問書2021」で3年連続スコア「A－」を取得
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地域に根差したパートナーと
共に地域に寄り添う
飯島：「ワンデイワーク」は、2019年に事業
を開始してから徐々に利用者が増え、現在で
は約7万人の働き手に登録いただいていま
す。サービスは首都圏中心でしたが、「地域の
仕事を紹介してほしい」というお声をいただ
くことが増えていました。
　そんななか、東北電力フロンティア（株）が
東北圏で子育て世代の支援や地域の社会課題
の解決につながる事業を行いたいと考えてい
ることを知り、協業することになりました

P26 。

地域社会とのつながりを通して、
三越伊勢丹グループらしい地域共創を考える。

関：サービスを首都圏から地域に広げていくに
あたり、違いや苦労されたことはありますか。

飯島：最初にわかったことは、地域によって
「雇用」に関する課題が少しずつ異なるとい
うことです。そのため、地域に密着して仕組
みを構築していく必要があり、現地とのコ
ミュニケーションや地域へどう溶け込んで
いくかが重要です。昨今の状況では、我々自
身が現地に出向いて活動するのは簡単では
ありませんので、東北電力フロンティア（株）
という地域に根差したパートナーがいるこ
とは大変心強いことでした。

関：もともとワンデイワークは、事情があって
働けない人と働ける環境をマッチングするこ
とを目指したサービスですよね。どのように
して地域に寄り添っていったのでしょうか。

飯島：ただマッチングするのではなく、生活
とのバランスを保ちながら、自分らしく働け
る環境をご紹介することを心掛けています。
ワンデイワークのマッチングは、単日・短時
間から就業できるのが特徴ですが、それが1
日の労働力として終わってしまわないよう
企業側には継続的に雇用していただく、働き
手側にも継続的に就業していただけるよう
に仕組み化していくことが重要です。
　東北事業の準備をしていると、どうやって
1日単位の雇用の仕組みを使ってよいかわ
からない、労働環境を整えるのが難しいと
いった悩みを持つ企業からのご相談があり
ました。例えばですが、交通事情は東京と各
地域では全く異なるため、交通費の支給も地
域に合わせた仕組みが必要です。そういった
地域特性を細やかに把握し、システムに反映
していくことで東北圏でもご利用いただけ
る環境を構築してきました。
　当初は、地域創生を起点にしたビジネスで
はありませんでしたが、より現場の事情に合
わせて仕組みを構築することで、働き手と雇
い手がWin-Winの関係となるような健全な

マッチングが生
ま れ、結 果 的 に
地域の創生につ
ながったと感じ
ています。

百貨店を中核とする
三越伊勢丹グループだからできる
地域共創
関：外商統括部では、2022年度より“可能性
は無限大” のスローガンのもと、法人外商グ
ループ開発部がプロジェクトマネージャー
の役務を担い、当社グループのアセット（店
舗、EC、人財など）を活用した「地方創生ソ
リューション」を強化しています。以前から、
BtoBの部門として、地域の企業、お取組先、
自治体とお取り組みしており、あたらしいビ
ジネスの創出が、地域の活性化につながると
考えています。
　飯島さんが仰るように、首都圏にいる我々
だけで地方を盛り立てていくのは難しいで
すから、私たちは、自治体や地元事業者と共
創しながら持続可能な社会の構築に取り組
んでいます。直近では、山口県山陽小野田市
からガラス産業の振興・知名度向上を目的と
したブランド化推進事業 P27  を受託
しました。

飯島：百貨店を母体とする法人外商が、地方
創生に取り組むというのは、人によって意外
に思われるかもしれませんが、社内外の反応
はいかがでしたか。

関：仰るとおり、受託にあたり、社内外から
「なぜ百貨店が？」という声が少なからずあり
ました。2021年度、（株）日本デザインセン
ターとの共同事
業 体 で〈CLASS 
GLASS〉と い う
ガラスアートブ
ランドを立ち上
げ ま し た。2022

（株）ワンデイワーク
代表取締役社長

飯島 芳之

（株）三越伊勢丹
営業本部 外商統括部 法人外商グループ 開発部

関 一成

サステナブルな未来に向けた取り組み社員対談 1



22

目次・編集方針 企業ビジョン 重点取り組み 重点取り組み 1  
人・地域をつなぐ

重点取り組み 2

持続可能な社会・時代をつなぐ
重点取り組み 3

従業員満足度の向上 ガバナンス GRIスタンダード対照表

重点取り組み 特定プロセス　　重点取り組み（マテリアリティ）　　長期目標と現状　　サステナビリティ推進体制　　参画しているイニシアティブ／社外からの評価　　〈社員対談〉サステナブルな未来に向けた取り組み　　（コラム）百貨店の取り組み“think good”

年度は、商品開発に取り組んでおり、高い技術
を有する5人のガラス造形作家と当社グルー
プ で 活 躍 さ れ る ク リ エ イ タ ー を つ な ぎ、
2023年3月に伊勢丹新宿本店本館5階リビン
グフロアで発表する予定です。
　当初は、当社グループが多くのお客さまか
ら共感を得てきたコラボレーション企画を
提案しましたが、市やガラス造形作家の方々
からの理解は得られませんでした。コラボ
レーション企画は、お客さまの潜在的なニー
ズからの仮説であり、定量・定性データを用い
て科学するものです。商品開発はプロダクト
アウトではなく、カスタマーインの考え方が
最も重要であることの対話を重ねました。そ
して、一過性の話題づくりのプロモーション
ではなく、イノベーションの機会創出と同時
に、商品開発におけるマインド醸成であるこ
とを丁寧に説明することでご理解いただけま
した。お客さまお一人お一人の豊かさを生涯
に わ た っ て 共 創 し て く こ と が、〈CLASS 
GLASS〉のブランドのコアになれば、持続可
能な地域ブランドとして自走していけると信
じています。

飯島：当社グループらしいブランディングの
考え方ですね。地域の方々と直接意見を交わ
さなくては、成し得ないことだと思います。

関：ブランディングとは、ブランドを形づく
ることだと思われることが多いですが、山陽
小野田市でのお披露目会を通じて、地域産業
のブランディングは、「地域の人の暮らしに
幸せを与えること」が一番重要であると感じ
ました。それは、当社グループの「お客さまの
暮らしを豊かにする」という考え方と軌を一

いつ

にしていると思うのです。

地域とのつながりの先に
「まち化」がある

関：先ほど、地域によって課題が異なるとい
うお話がありましたが、地域のブランディン
グも地域特性によって異なる方法で行う必
要があります。
　法人外商グループでは、今後も地域ブラン
ディングに取り組んでいきたいと考えてい
ます。あたらしいものをつくり出すのではな
く、当社グループらしいクリエイションと編
集により、昔から地域に根づく「地域資源」の
価値を高め、地産地消を促進する。場や店舗
にとらわれず、高感度上質な提案をしていき
たいと思います。
　当社グループが目指す「まち化」に向けて、
地域と密に連携する必要があると感じてい
ます。私たちは、地域の実態把握の一端を担
い、個と個、企業と企業、店舗と店舗を一つに
結び、地域の皆さまと、持続可能な社会に向
けて、取り組んでいきたいと思っています。

飯島：そうですね。ワンデイワークは一子会
社ですが、「まち化」に向けてグループの力を
結集していくことが重要だと思います。当社
グループは、地域に店舗を持っていますから、
地域で生まれ育ってきた従業員と情報交換
ができるのは強みと言えます。
　ワンデイワークでは、今回の東北での事業
経験を活かし、全国にサービスを広げていき
たいと考えています。先ほど申し上げたよう
に、地域によって異なる課題があります。最近
は四国地方の情報収集をしていますが、働く
環境や地域の方々の意識も首都圏や東北とは
違います。「地方」をひとくくりとするのでは
なく、「地域」それぞれが発展できるように、寄
り添っていきたいと思います。

持続可能な循環型社会を目指して、
小売業の立場から4R※を考える。

（株）三越伊勢丹
営業本部 オンラインストアグループ 

デジタル事業運営部 アイムグリーン担当

大塚 信二

（株）三越伊勢丹
営業本部 第1MDグループ 
グループMD部 計画担当

三﨑 晴菜

発想の転換が、フードロス削減の
足がかりに
三﨑：私は現在、食品やギフトなどを管轄す
るグループで計画担当をしています。
　食品では、以前から食品ロス削減に向けた
キャンペーンを実施するなど、サステナビリ
ティに関する取り組みを進めていましたが、
一過性の取り組みが多く、継続することの難
しさを感じていました。
　そんな折に、とあるフードテックシンポジ
ウムに参加したところ、IT企業がデータを活

用してフードロス削減に取り組んでいると
知り、当社でも応用できないかと考えました。
　実は、三越日本橋本店では、20年ほど前か
ら食品廃棄量を計測し、可視化する取り組み
を実施していました。2021年度からは、計測
データを活用して、無駄な仕入れを抑制し、
根本から廃棄量を抑制できないかと考え、廃
棄物計量器を活用した減量化の取り組み

P45  を実施しています。

大塚：百貨店では、食品廃棄量の減量は長年
の課題ですよね。

サステナブルな未来に向けた取り組み社員対談 2

※4R=Refuse、Reduce、Reuse、Recycle
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三﨑：仰るとおりです。着実に減量するため
に、廃棄量と売上の相関を分析しています。
例えば、売上が悪く、廃棄量が多いショップ
は品揃えに問題があるのではないか、売上が
良く、廃棄量が減っているショップは好事例
になる取り組みをしているのではないか、な
ど仮説を立てて検証しています。賞味・消費
期限がある食品の場合は、一度仕入れたら、
売るか、捨てるかの二択になります。分析を
進めていく過程で、各ショップの仕入れ量か
らコントロールすることが重要だと気付き
ました。最近では、お客さまの消費動向の変
化を各ショップへお伝えし、適切な仕入れを
していただくように働きかけています。

大塚：我々は、モノづくりを中心に行ってい
る企業ではないので、資源循環や廃棄物抑制
に貢献するのは難しいと思われがちですが、
仕入れと消費動向と廃棄量のデータを持つ
小売業の強みを活かして取り組んでいるの

で す ね。発 想 を
変 え る こ と で、
難しいと思われ
ていた取り組み
を進めるきっか
けづくりになり
ましたね。

のれんへの信頼が当社グループ
らしいサステナブルな
取り組みの土台に
大塚：私は、入社以来婦人服を担当していま
した。食品は、購入後に食べる、捨てるの大き
く二択になりますが、服は使い続ける、お直
し・リメイク、売る、寄付する、捨てるなど、さ

経済循環なくして
環境・資源循環は成せない
大塚：i’m greenでは、環境循環と経済循環
を両輪で回すことが重要だと考えています。
環境循環というのは、物を捨てずにリユース
するということ。経済循環というのは、買取
の流れで利益を上げることと、買取を行った
お客さまに新品購入を促すこと。これは、環
境循環を持続可能なものにするために重要
なのです。
　i’m greenは、初年度に単体で営業黒字化
を達成し、社内外で理解と共感の輪が広がっ
ていることを感じています。また、伊勢丹新
宿本店を例に挙げると、買取の際にお客さま
へ返金した95％が当日内に店内の購買へ還
流しており、文字どおり経済循環の仕組みが
構築できました。

三﨑：経済貢献と環境貢献の両立は、当社が
古くから大切にしてきた「共存共栄」の考え
方 P7  に一致しますね。
　実は、食品の廃棄量計測の取り組みに対し
ても、社内から利益につながらないのではな
いかといった声がありました。たしかに、廃棄
量が減るだけでは、営業利益へのインパクト

（影響）を示しづらいのですが、仕入れが減り、
売上が保てれば営業利益が上がるので、その
データを可視化することを目標にしています。
　食品ロス削減については、お客さまからの
関心が高い問題です P16 。そして、お取
組先も少ない仕入れでこれまでの売上を維
持、向上させることができれば、「三方よし」
の状態になるのです。

大塚：食品でも、経済と環境が両輪で循環し
ている状態を目指しているということです
ね。たしかに、その両立ができることで、社内
だけでなく、お客さまをはじめとする多くの
ステークホルダーの共感を得て、継続した取
り組みへとつなげることができると感じま
すね。

お客さまと最も近い立場だから
こそできる取り組みを、継続する
三﨑：成長著しいi’m greenですが、今後の
展望を教えてください。
大塚：現在は、三越日本橋本店と伊勢丹新宿本
店のみでサービスを提供していますが、全国
の各店舗でご利用いただけるような仕組みを
構築したいと思っています。環境に良いこと
だからこそ、場所や期間を限定せず、サービス
を常態化することを目標にしています。また、
各店の外商担当者などが、買取のノウハウを
身につけることができれば、お客さまへの提
案の幅を広げることができ、新しい販売のス
タイルも確立できると思っています。
三﨑：サステナビリティはキャンペーンでは
ないということに深く共感します。
　食品では、日頃の営業を稼働させながら、お
客さまにより多くの選択肢を提供したいと
思っています。小売というお客さまに近くで
接していることを強みにして、お客さまと一
緒に取り組み、日本の消費行動に小さくても
確かな変化を生
み出していきた
いですね。

まざまな選択肢があります。しかし、我々百
貨店は、商品がお客さまの手に渡った後に、
どのような道を辿るのかを知る方法があり
ませんでした。
　2018年に婦人服のマネージャーをしてい
た頃、お客さまから、使わなくなった物を整
理するために信頼できる買取業者を紹介し
てほしいとご要望いただきました。調べたと
ころ、古物営業法では、お客さまの個人情報
や買取情報などは、買取を行った業者で管理
されることがわかりました。ご紹介が難しい
ことをお客さまにお伝えすると、「三越伊勢
丹にやってほしい」と言っていただいたので
す。そこから、社内で検討し、2020年10月に
開始したのが「i’m green」 P46  です。

三﨑：お客さまからのご要望がスタートの
きっかけだったのですね。お客さまや社内か
らの反応はいかがでしたか。

大塚：正直なところ、社内からは賛否さまざ
まな反応がありました。当初はオンラインで
のサービスを検討しており、お客さまの反応
がわからないなかで、投資をすることは難し
いという意見が多くありました。
　そこで、お客さまの声を直接お聞きするた
めに、三越日本橋本店で対面カウンターを設
置し、半年間の検証を行いました。大々的な
訴求は一切せず、一部のお客さまのみにお知
らせしたのですが、予想以上の反響がありま
した。お持ち込みいただいたお客さまの多く
は、ご自身の持ち物をとても大切にされてお
り、信頼できる三越だから託すことができる
と直接仰っていただいたのです。その結果か
ら対面式のサービスに大きく舵を切り、現在
のi’m greenの形態に至りました。
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“think good”についての考え方
　“think good”とは、彩りある豊かな未来へ向けて

「想像力を働かせ、真摯に考えることからスタートす
る」という想いが込められた合言葉です。
　2021年4月よりサステナビリティ基本方針に基づ
いて取り組みをスタートしました。

①生態系を含む地球環境や、関わる人、社会に配慮した
　品揃え
②４Rの推進
③文化・技術・感性の発信

の3つを考え方の柱とし、本業を通じたサステナビリ
ティ活動を行っています。
　私たちはこれからも、お客さまやお取組先、地域社会
など、あらゆるステークホルダーの皆さまと共に、多様
な価値観を大切につなぎ、様々な選択肢を増やすこと
で、持続可能な社会と彩りある豊かな未来を目指して
まいります。

“think good”の取り組みについて
　三越伊勢丹グループでは、通年の取り組みのほか、年に2回think goodを掲げたキャンペーンを各店舗にて開催し、「三
越伊勢丹グループの考えるサステナブル」をご提案しています。4月は「アースデイ」、9月は「SDGs週間（グローバル・ゴー
ルズ・ウィーク）」といった世の中の関心の高まりに合わせて実施しています。2022年度は取り組み開始から2年目という
ことで、各店の担当が一丸となってthink goodを加速させるべく、季節や歳時記ごとのお客さまの関心に合わせ、積極的に
think goodを軸とした企画を実施しています。

　4月のキャンペーンでは「わたしも地球も愛する選択」を
テーマに、地球環境・社会・個人にとって、より良い未来につ
ながる意識、行動、生き方、選択のアイデアを、首都圏3店舗
(新宿・日本橋・銀座)や三越伊勢丹オンラインストア上でご
提案しました。
　伊勢丹新宿本店では主な取り組みとして、お取組先が所有
するデニムのユーズドストック（着用されたデニムパンツ・デ
ニム生地）を、国内外の約60のブランドやクリエーター、アー
ティストの手を介してアップサイクルし、200型以上のアイ
テムを展開したプロジェクト「デニム de ミライ～Denim 
Project～」を実施しました。伊勢丹新宿本店のバイヤーが業
界や企業の垣根を越えて様々な方を巻き込んで協働し、自社
店舗だけでなく「アースデイ東京2022 “サステナブルファッ
ションウィーク＠MIYASHITA PARK”」にも出展し、ファッ
ションにおける社会課題や私たちの想いをたくさんの方にお
伝えしました。
　このプロジェクトはお客さまだけでなく、業界関係者の
皆さまからも多くの共感をいただき、毎日新聞社主催の第

40回毎日ファッション大賞「話題賞」を受賞しました。
　9月のキャンペーンでは“めぐる、まわる、つなぐ。”をキー
ワードに、「暮らしのなかで、ひとつひとつの選択に想いをめ
ぐらせること」をテーマに掲げ、“循環”につながる商品やサー
ビスの企画を実施しました。実施店舗も拡大し、首都圏5店舗
(新宿・日本橋・銀座・立川・浦和)が同時期にthink goodキャ
ンペーンを開催することで、より多くのお客さまに「三越伊勢
丹の考えるサステナブル」をご提案しました。
　本年は首都圏店舗を中心に推進をしてまいりましたが、今後
はお取組先をはじめとするステークホルダーの皆さまとの情
報共有や意見交換を進めながら、地域グループ店とも連携し、
グループ一丸となって取り組みの拡大を図ってまいります。

コラム

2022年度 “think good”キャンペーン実施内容・詳細

百貨店の取り組み“think good”




